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戸.IL,.
吊

等
の
斗
薮
、
巡
歴
の
盛
行
は
、

古
代
以
来
中
世
を
通
じ
、
僧
侶
が
、
参
詣
者
群
の
中
に
占
む
る
比
重
は
か
な
り
高
い
。
平
安
時
代
に
於
け
る
山
伏
、
持
経
者
、
聖
、
修
行
僧

一
書
か
ら
だ
け
で
も
、
容
易
に
証
明
さ
れ
る
。
各
社
寺
参
詣
、
西
国
巡
礼
、
四
国
遍
路
寺
の

多
今
士
百
物
語
集
。

開
創
者
の
多
く
は
僧
侶
で
あ
り
、
し
か
も
、
僧
侶
は
一
般
に
中
世
初
期
迄
は
、

俗
家
を
超
え
て
参
詣
の
主
体
的
勢
力
を
占
め
て
い
た
。

彼
等

ら
な
い
。
彼
等
は
道
中
食
を
購
う
為
の
多
額
の
貨
幣
を
所
持
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

は
、
路
次
の
食
、
住
を
如
何
に
し
て
解
決
し
た
か
。
彼
等
は
求
道
者
と
し
て
凡
ゆ
る
困
苦
欠
乏
に
耐
え
得
た
で
あ
ろ
う
が
、
飢
は
凌
が
ね
ば
な

n
日
本
霊
異
記
。
が
随
所
に
描
く
如
く
、
僧
侶
の
宗
教

的
務
め
で
も
あ
る
頭
陀
、
乞
食
等
に
よ
り
、
社
会
よ
り
そ
れ
を
獲
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
僧
侶
に
対
す
る
か
か
る
社
会
の
同
情
、
協
力
が
、
無
銭

の
僧
侶
を
し
て
、
そ
の
行
旅
を
可
能
な
ら
し
め
た
有
力
な
支
え
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

古
代
以
来
の
寺
院
、
僧
侶
の
社
会
的
事
業
は
、
多
面
に
亘
る
が
、
交
通
上
に
於
て
も
貢
献
し
た
処
少
く
な
い
。
寺
院
が
旅
宿
と
し
て
貴
重
な

存
在
で
あ
っ
た
外
、
僧
侶
、
俗
家
の
建
立
に
か
か
る
幾
種
か
の
慈
恵
的
な
宿
泊
所
乃
至
休
息
所
が
あ
る
。
中
世
の
且
過
堂
及
び
接
待
所
等
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
に
印
度
、
中
国
に
原
型
が
求
め
ら
れ
、
円
仁
の

n
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
、
に
依
れ
ば
、
中
国
で
当
時
順
礼
や
求
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道
者
の
為
に
、
普
通
院
と
呼
ば
れ
る
無
料
宿
泊
所
が
あ
っ
た
と
い
う
。

先
ず
日
一
過
堂
、
日
一
過
寮
は
、
元
来
禅
院
の
一
室
を
指
し
、
当
該
禅
院
に
、
道
を
求
む
る
修
行
僧
の
一
泊
す
る
所
、
即
ち

Eoe過
す
室
を
指
し

た
が
、
い
つ
し
か
本
堂
と
独
立
し
て
旅
人
の
旅
宿
に
開
放
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
か
か
る
社
会
的
施
設
と
し
て
の

E
過
堂
は
、
偶
目
す
る
処
、
次

の
如
、
き
も
の
が
あ
る
。

一
、
摂
樟
有
馬
温
泉
に
、
夢
窓
疏
石
の
創
設
し
た
日
逼
堂
無
垢
陥
あ
り
、
室
町
中
期
迄
明
ら
か
に
存
続
し
て
円

μ。

二
、
応
永
一
一
缶
、
滞
陣
県
津
元
次
、
問
カ
嬰
ば
、
・
f
b
X
E川
h

川
護
一
様
治
義
m
為
、
岡
地
あ
容
准
ト
ァ
、
回
満
開
銀
一
時
お
伊
立
し
た
。
（
静
擦
問
間
前
集
三
十
一
一
＼

福
品
寺
〉

三
、
文
明
の
領
、
伊
勢
二
見
西
村
に
旦
過
屋
あ
り
。
（
賜
遺
文
庫
文
書
十
四
）

四
、
文
亀
の
頃
、
豊
前
に
旦
過
祭
あ
り
。
（
永
弘
文
書
ヲ
、
八
三
断
簡
文
書
）

五
、
永
正
の
頃
、
近
江
永
源
寺
に
旦
過
寮
あ
り
。
（
永
源
寺
文
書
三
）

六
、
天
文
以
降
、
駿
河
府
中
修
福
寺
に
あ
り
、
今
川
、
武
田
、
徳
川
氏
等
歴
代
の
保
護
や
受
け
た
。
（
修
補
寺
文
書
）

七
、
紀
伊
高
野
山
鐘
楼
前
に
あ
り
、
二
重
造
り
に
し
て
、
上
階
に
准
肱
観
音
像
守
安
置
し
、
下
階
は
四
壁
な
く
、
諸
国
よ
り
参
能
し
て
宿
坊
な
き
輩
、
こ
の

堂
に
投
宿
し
た
が
、
寛
永
七
年
焼
失
以
来
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
。
（
紀
伊
続
風
土
記
、
高
野
山
）

八
、
近
江
石
山
寺
門
前
に
日
一
過
堂
が
あ
っ
た
が
、
同
じ
く
近
世
に
入
り
廃
絶
し
、
地
名
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
（
石
山
要
記
一
｜
一
二
）

九

、

莱

（

草

山

集

）

所

管
見
の
及
ぶ
処
、
か
か
る
意
味
で
の
回
一
過
堂
の
発
生
は
比
較
的
運
く
、

一
の
南
北
朝
を
、
明
証
と
し
て
は
ニ
の
応
永
を
初
見
と
し
、
総
数
も

亦
限
ら
れ
て
い
る
。

て
五
、
六
の
如
く
禅
院
関
係
の
外
、
石
山
寺
、
高
野
山
等
の
他
派
寺
院
や
、
俗
家
の
建
立
に
か
か
る
も
の
も
あ
る
。
何

れ
も
後
世
の
記
述
乍
ら
、
七
の
高
野
山
で
は
、
宿
坊
な
き
輩
が
投
宿
し
、
二
は
九
州
僧
録
所
薩
摩
福
昌
寺
の
年
忌
法
事
に
集
ま
る
絹
徒
数
百
人

の
為
に
設
け
ら
れ
貯
け
更
に
九
の
草
山
集
に
も
、
旅
人
の
飢
え
を
助
く
為
と
あ
る
よ
う
に
、
旦
過
堂
は
僧
の
外
、
俗
家
に
も
宿
泊
所
と
し
て
開

放
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。



次
に
旦
過
堂
と
類
似
の
施
設
に
接
待
所
が
あ
る
。

E
過
堂
の
宿
泊
施
設
に
対
し
、
接
待
所
は
、
主
に
旅
人
に
湯
茶
を
施
す
休
息
所
を
指
す
よ

う
で
、

我
国
接
待
所
な
い
し
接
待
庵
の
源
流
は
、
中
国
に
求
め
ら
れ

る
。
中
国
の
接
待
所
の
起
源
は
、
比
較
的
古
い
が
、
南
宋
以
後
俄
に
発
達
し
た
と
い
う
。
我
国
接
待
所
も
、
南
宋
時
代
の
彼
我
禅
僧
の
往
来
等

節
用
集
が
、

接
待
に
煎
茶
施
人
と
注
し
た
の
も
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
発
達
し
た
で
あ
ろ
う
事
は
、

そ
の
初
見
が
南
宋
滅
後
十
八
年
の
、
永
仁
四
年
の
東
海
道
菊
河
宿
で
み
る
の
や
、

そ
の
設
立
の
大
半

が
、
次
の
如
く
、
神
院
、
禅
僧
の
手
に
倹
つ
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

中
世
の
接
待
所
は
、
相
田
二
郎
氏
が
既
に
六
ケ
所
を
紹
介
さ
れ
た
が
、
管
見
分
を
加
え
れ
ば
、
現
在
の
処
次
の
十
七
ケ
所
が
列
挙
さ
れ
る
。

一
、
遠
江
菊
河
宿
永
仁
四
年

二
、
紀
伊
和
佐
圧
歓
喜
寺

三
、
尾
張
妙
興
寺

四
、
近
江
、
尾
張
、
駿
河

平

田

寺

文

書

歓

喜

寺

文

書

妙

興

寺

文

書

起

山

和

尚

語

録

所

収

妙

興

関

山

円

光

大

照

禅

師

行

状

同

上

書

上
杉
文
書
一
ノ
一

O
三
号

小

早

川

文

書

一

空

説

中

日

用

工

夫

略

集

同

上

書

義

堂

和

尚

語

録

三

隅

田

文

書

所

収

隅

田

八

幡

由

来

略

’

記

百

済

寺

文

書

蒲
生
郡
志
七
ノ
七
九
七
頁

謡

曲

w
接

待

。

五

、

駿

河

六
、
越
後
粧
脱
庄

七
、
安
芸
梨
子
羽
郷

八
、
伊
豆
熱
海
広
済
接
待
庵

九
、
土
佐
五
台
山

一O
、

相

模

一
一
、
紀
伊
隅
田
宮

一
二
、
紀
伊
百
済
寺

一
三
、
近
江
福
磨
寺

一

四

、

陸

奥
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四

一
五
、
武
蔵
、
下
総

一
六
、
常
陸
自
庭
（
嘉
元
三
）

一
七
、
下
総
岩
崎
接
待
積
善
賂
貞
治
三

太
平
記
廿
結
城
入
道
堕
地
獄
事

夢

窓

国

師

年

譜

香

取

文

書

纂

ニ

以
上
の
如
く
接
待
所
は
、

E
過
堂
に
比
し
数
に
於
て
優
り
、
分
布
範
囲
も
亦
よ
り
広
汎
で
、
そ
の
普
及
度
の
高
さ
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
も

接
待
所
の
機
能
が
、
節
用
集
の
如
く
、
必
ず
し
も
単
に
茶
の
接
待
に
止
ら
ぬ
事
は
、
前
表
十
五
の
太
平
記
に
、

・
・
其
比
所
縁
ナ
リ
ケ
ル
山
伏
、
武
蔵
国
ヨ
リ
下
ル
事
ア
リ
、
日
暮
野
遠
シ
テ
、
宿
ト
ル
ヘ
キ
宿
ヲ
尋
ル
所
ニ
、

接
待
所
ノ
M
W

へ
ハ
、
ッ
レ
進
セ
ン
ト
申
ケ
ル
閥
、
此
山
伏
喜
テ
、
律
僧
之
引
導
－
一
従
フ
・
・
：

律
僧
一
人
出
来
テ
、
イ
サ
サ
セ
給
へ
、

比
辺

と
あ
り
、
夢
窓
国
師
叉
常
陸
自
庭
の
接
待
所
に
宿
泊
し
た
如
く
、
休
息
所
の
外
、
宿
泊
所
も
兼
ね
、

昼
過
堂
と
の
本
質
的
差
異
が
明
瞭
で
な

く
、
単
な
る
名
称
の
相
違
に
過
ぎ
ぬ
様
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
注
意
さ
れ
る
の
は
接
待
所
が
日
一
過
堂
に
比
し
、
更
に
閉
鎖
的
で
、
単
に
僧
侶

一
般
旅
人
に
は
そ
の
門
は
鎖
ざ
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
熊
野
路
に
当
る
前
表
二
、
紀
伊
歓
喜
寺
接
待
所
は
、
同
寺
長
老
賢

の
為
の
存
在
で
、

心
が
、
住
反
禅
律
僧
尼
の
為
に
設
置
し
、
同
じ
く
三
の
尾
張
妙
興
寺
開
山
滅
宗
宗
輿
は
、
近
江
、
尾
張
、
駿
河
三
国
の
接
待
所
で
、
雲
水
の
便

宜
を
計
り
、

更
に
四
、

起
山
和
尚
の
近
江
接
待
庵
設
立
の
趣
旨
に
、

、
柄
子
之
江
西
湖
南
往
来
者
以
為
憂
。

に
由
る
・
も
の
で
あ
り
、
更
に

。
、
比
正
中
明
の
相
槌
雲
集
接
待
庵
は
、
往
来
雲
水
と
の
結
縁
の
為
で
あ
っ
た
。
以
上
の
外
、
謡
曲
。
接
待
e

の
佐
藤
嗣
信
母
の
設
立
せ
る
接

待
所
は
、
専
ら
山
伏
を
対
象
と
す
る
も
の
の
如
く
、
何
れ
に
せ
よ
、
接
待
所
は
明
文
に
基
づ
く
限
り
、
何
れ
も
禅
僧
等
、
僧
侶
山
伏
等
の
利
用

に
止
り
、

一
般
民
衆
に
は
無
線
の
容
在
で
あ
っ
た
。
接
待
所
の
閉
鎖
性
は
、
恐
ら
く
中
国
に
淵
源
す
る
の
で
ゐ
ろ
う
。
か
く
の
如
く
旦
過
堂
と

く
に
接
待
所
と
一
般
旅
人
と
の
関
係
は
稀
薄
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
旅
僧
の
利
益
は
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

E
過
堂
、
接
待
所
に

止
ら
ず
、
旅
僧
が
一
般
社
会
よ
り
亨
く
る
便
宜
と
思
恵
と
は
、

一
般
に
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

教
的
雰
囲
気
の
濃
厚
な
中
世
に
於
て
は
、
特
に
著
し
か
っ
た
。

僧
侶
は
古
来
宗
教
家
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
知
識
技
術
を
持
つ
文
佑
担
当
者
と
し
て
、

H

北
条
重
時
家
訓
。
の

一
般
社
会
か
ら
高
い
尊
敬
を
払
わ
れ
て
い
た
が
、
宗



：
沙
門
に
ゆ
き
あ
ひ
申
候
は
ん
時
は
、
馬
よ
り
お
り
給
ふ
べ
し
；
．

と
あ
り
、

ぷ
寸
川
了
俊
制
詞
u

に
も
、

出
家
沙
門
尤
も
尊
幽
訴
を
致
し
、
礼
を
正
し
く
す
べ
き
こ
と
、

と
記
さ
れ
、
降
っ
て
武
田
信
玄
ま
た
、

・
・
・
・
仏
体
を
ま
な
ぷ
出
家
を
、
楚
忽
に
礼
明
い
に
す
京
、
何
と
無
智
の
僧
に
で
も
、
下
々
に
て
な
ら
ぎ
る
様
に
常
々
仕
置
－
－
－
－

（

9
｝
 

と
述
べ
て
い
る
如
く
、
中
世
を
通
じ
て
明
瞭
な
、
武
士
の
僧
侶
に
対
す
る
尊
崇
的
態
度
は
、
亦
一
般
社
会
の
そ
れ
ぞ
反
映
し
た
も
の
に
外
な
ら

戸店先、．。

み
J

’
！
？
hv

こ
れ
は
僧
侶
の
行
旅
、
参
詣
等
に
際
し
、
当
然
具
体
的
な
援
助
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
旅
僧
に
払
わ
れ
た
援
助

や
便
宜
は
、
僧
侶
に
対
す
る
人
々
の
単
純
な
好
意
や
尊
敬
の
発
露
に
止
ら
ず
、
か
か
る
行
為
が
、
人
々
自
身
の
宗
教
的
願
望
の
達
成
に
役
立
つ

と
の
信
仰
に
も
由
る
の
で
あ
る
。
僧
侶
へ
の
善
行
は
、
仏
教
の
福
田
思
想
が
奨
め
る
処
で
み
る
が
、
人
々
の
旅
僧
寺
へ
の
奉
加
、
宿
泊
そ
の
外

の
支
援
が
、
寺
院
へ
の
寄
進
同
様
、
や
が
て
仏
の
慈
悲
に
浴
し
、
自
身
の
信
仰
的
要
求
を
充
す
べ
き
因
縁
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

承
安
四
年
、
吉
田
経
房
の
熊
野
詣
の
際
、

n
進
発
以
後
、
所
々
の
上
人
に
奉
加
、
或
は
食
を
山
伏
に
与
う
る
こ
と
、
記
し
尽
す
に
い
と
ま
あ

ら
ず
J
H

で
あ
り
、
叉

n
下
向
の
山
伏
多
く
食
尽
き
し
由
を
称
え
ば
、
毎
度
毎
人
之
を
施
す
u

で
あ
っ
た
が
、
か
か
る
度
々
の
布
施
も
要
す
る
に

w
け
だ
し
後
世
の
資
糠
に
非
ぎ
ら
ん
や
u

の
信
仰
的
意
図
に
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

更
に
降
っ
て
、
中
世
人
の
か
か
る
意
図
は
、
謡
曲
等
が
好
ん
で
採
り
上
ぐ
る
処
で
あ
っ
た
。
謡
曲

n
鵜
飼

n
で
は
、

グ
一
僧
一
宿
の
功
力
に
ひ
か
れ
：
：
H

と
あ
り
、
同
じ
く

n
梅
枝
u

で
は
、
身
延
山
の
僧
侶
が
、
路
次
の
庵
に
一
宿
を
乞
う
た
処
、
庵
主
は

実
に
出
家
の
御
率
、
一
宿
は
利
益
な
る
べ
け
ど
も

参
詣
発
達
の
一
前
提
（
新
城
）

主ー
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占

ノ、

と
言
い
乍
ら
も
、

・
・
：
き
な
が
ら
傾
く
軒
の
草
、
埴
生
の
小
家
の
い
ぶ
せ
く
て
、
何
と
御
身
を
お
か
る
べ
き
・
・

を
理
由
と
し
て
、

一
応
拒
絶
し
て
い
る
。
更
に
か
鉢
木
u

で
も
、

一
日
一
、
時
頼
の
宿
泊
を
断
っ
た
佐
野
常
世
に
対
し
、
そ
の
妻
が
、

・
・
・
あ
き
ま
し
ゃ
我
等
か
や
う
に
衰
ふ
る
も
、
前
世
の
戒
行
っ
た
な
き
故
な
り
、
せ
め
て
は
か
ゃ
う
の
人
に
値
遇
申
し
て
ζ

そ
、
後
の
世
の
便
と
も
な
る
べ
け

れ
、
然
る
べ
く
は
御
宿
を
参
ら
せ
給
へ

と
、
夫
の
誠
意
を
促
し
、
常
世
叉

：
：
さ
や
う
に
思
し
め
さ
ば
、
何
と
て
以
前
に
は
承
り
候
は
ぬ
ぞ
、
い
や
此
大
雪
に
遠
く
は
御
出
で
候
ま
じ
・
・
・
・

と
早
速
時
頼
を
追
い
か
け
て
い
る
。

か
く
の
如
く
、
僧
侶
へ
の
善
行
に
よ
り
、
仏
の
慈
悲
に
預
り
得
る
と
確
信
さ
れ
、
僧
侶
の
多
く
は
世
人
よ
り
の
宿
、
食
の
供
与
に
依
り
、
各

地
を
遍
歴
し
得
た
の
で
あ
る
。

僧
侶
の
内
、
斗
薮
の
積
み
重
ね
を
誇
る
山
伏
、
旅
を
栖
か
と
す
る
遊
行
僧
、
行
商
人
た
る
高
野
聖
、
道
者
の
案
内
人
先
達
の
よ
う
に
、

一
定

の
通
路
を
、

幾
度
も
往
還
す
る
者
が
少
く
な
い
。

そ
こ
に
は
、
自
然
沿
道
民
家
と
の
聞
に
定
宿
的
関
係
が
結
ば
れ
易
い
。

能
登
石
動
山
先
達

が
、
近
江
滋
賀
郡
比
良
に
来
て
、

い
つ
も
我
ら
が
泊
り
供
、
荘
司
と
申
す
者
の
処
に
泊
り
候
べ
し
。

と
述
べ
て
お
り
、
謡
曲

n
道
成
寺
u

の
熊
野
先
達
は
、
あ
る
荘
司
宅
を
常
宿
と
し
て
年
々
宿
泊
し
、
荘
司
の
女
に
想
わ
る
る
身
と
な
っ
た
。

更
に
宿
泊
よ
り
軽
い
恩
恵
に
与
る
事
は
一
一
層
容
易
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
H

太
平
記
u

の

熊
野
参
詣
之
山
伏
共
、
道
ニ
迷
ヒ
テ
来
レ
ル
由
ヲ
云
ケ
レ
ハ
、
在
家
之
者
共
哀
ヲ
垂
テ
、
粟
ノ
飯
、
橡
ノ
粥
ナ
ト
取
出
シ
テ
、
其
飢
ヲ
相
助
ク

等
は
、
恐
ら
く
日
常
茶
飯
事
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
外
、

世
人
は
中
世
交
通
の
癌
、

調
税
及
び
舟
賃
等
を
減
免
し
て
、
僧
侶
に
報
い
て
い



（日
マ。。
以
上
の
如
く
、
僧
侶
、
山
伏
等
に
対
す
る
施
行
が
、
尊
敬
叉
は
福
田
思
想
等
に
発
す
る
と
共
に
、
よ
り
実
質
的
な
利
害
関
係
に
由
る
こ
と
も

亦
無
視
さ
れ
な
い
。
則
ち
、
僧
侶
、
山
伏
は
文
化
担
当
者
、
加
持
祈
祷
師
等
の
性
格
よ
り
、
治
病
そ
の
他
、
民
衆
の
現
実
的
悩
み
の
救
済
に
役

n
太
平
記
u

に
よ
れ
ば
、
西
国
巡
礼
の
山
伏
に
扮
し
た
大
塔
宮
が
、
民
家
に
一
夜
の
宿
を
求
め
た
処
、
下
女
が
現
れ
、

立
つ
か
ら
で
あ
る
。

是
コ
ソ
然
へ
キ
仏
神
ノ
御
計
ヒ
ト
覚
テ
候
へ

と
、
引
き
入
れ
た
が
、
そ
れ
は

是
ノ
主
ノ
女
房
、
物
ノ
怪
ヲ
病
セ
給
ヒ
供
、
祈
テ
タ
ハ
モ
セ
給
ハ
ラ
ン
ヤ
ト
・

（

M
〉

（

店

』

の
為
で
あ
っ
た
が
、
か
か
る
例
は
当
時
非
常
に
多
い
で
あ
ろ
う
。

ら
し
め
た
有
力
な
一
因
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
社
会
は
一
般
行
人
に
対
し
て
も
亦
、
僧
侶
同
様
の
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
如
、
き
、
寺
院
、
僧
侶
並
に
一
般
社
会
が
、
旅
僧
に
示
し
た
好
意
、
同
情
が
、
身
に
寸
銭
も
帯
び
な
い
、
多
数
僧
侶
の
行
旅
を
可
能
な

（一）
（二）
（一一一）
（四）
（一一）
（六）
（七）

間
帯
、
十
一

d

十
一
一
、
十
三
巻
の
殆
ど
全
巻
に
亘
り
か
か
る
例
が
見
ら
れ
る
。

日
本
霊
異
記
の
諸
所
に
、
沙
弥
、
優
裟
塞
、
持
経
者
の
乞
食
す
る
例
が
挙
げ
ら
れ
で
あ
る
。

別
稿
旅
宿
の
発
達
。

堀
一
郎
氏
P

我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
d

二
巻
十
編
一
章
。

臥
雲
日
件
録
、
宝
徳
四
年
四
月
十
八
日
。
蔭
涼
軒
目
録
、
交
正
一
苅
年
二
月
二
十
八
日
、
壬
二
月
三
日
、
十
五
日
、
一
工
l

目。

偽
印
国
史
八
、
恕
翁
公
、
久
哲
公
下

玉
村
竹
二
氏
教
示
。

（
八
）
申
世
の
接
待
所
（
中
世
の
関
所
）
所
収
。

尚
同
氏
の
紹
介
済
み
の
も
の
は
て
二
、
一
一
一
、
六
、
七
、
九
で
あ
る
。

（九）

以
上
家
永
三
郎
氏
、
岩
波
全
書
d

日
本
道
徳
思
畑
出
史
m

二
一
八
頁
。

参
詣
発
達
の
一
前
提
（
新
城
）
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八

（
一
口
）
吉
記
承
安
四
年
九
月
二
十
九
日
。

（
二
）
謡
曲
8

比
良
’

（
三
）
参
考
太
平
記
五
、
大
塔
宮
熊
野
落
。

（
一
＝
一
〉
熊
野
先
達
に
対
す
る
関
税
免
除
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
国
史
学
六
O
所
収
拙
稿
熊
野
先
達
参
照
。

〈
一
回
）
一
二
に
同
じ
。

（
一
亘
）
旅
僧
に
親
切
に
し
た
為
．
泉
が
湧
い
た
と
か
、
反
対
に
不
親
切
な
為
、
井
一
戸
争
－
封
じ
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が
全
国
的
に
多
い
の
は
、
旅
僧
応
対
し

て
、
如
何
な
る
態
度
を
採
る
べ
き
か
を
教
え
た
も
の
で
あ
る
。
裁
は
四
国
に
弘
法
大
師
の
布
施
を
断
っ
た
為
、
子
供
が
相
尋
い
で
死
ん
だ
と
い
う
右
衛

門
三
郎
伝
説
（
景
滞
勉
氏
、
四
国
遍
路
の
由
緒
と
右
衛
門
三
郎
の
伝
説
、
伊
予
史
談
一
二
四
）
が
あ
る
の
も
同
様
に
解
さ
れ
よ
う
。
後
世
の
真
・
乍
ら
、

醍
醐
寺
派
修
験
日
向
泉
光
院
野
田
成
亮
が
、
文
化
文
政
年
間
、
全
国
を
廻
遊
し
、
至
る
所
で
歓
待
を
受
け
た
。
そ
の
理
由
は
、
行
者
に
対
す
る
尊
敬
の

外
民
、
他
の
実
質
的
な
期
待
が
鰭
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
折
の
紀
行
記
6

日
本
九
峯
修
業
日
記
’
よ
り
、
こ
れ
を
拾
え
ば
、
凡
そ
次
の
如
き
も
の
が
あ

る。一
、
病
気
の
加
持
祈
祷
の
依
頼

日
向
高
松
（
文
化
九
年
九
月
十
五
日
条
）
外
四
例

二
、
珍
ら
し
い
話
題
を
求
め
て

薩
摩
水
前
寺
（
文
化
九
年
十
一
月
四
日
）
外
三
例

三
、
占
い
叉
は
易
の
依
頼

但
馬
丹
後
村
（
文
化
十
一
年
六
月
五
日
）
外
一
例

四
、
語
り
物
の
依
頼

丹
後
河
北
村
で
：
：
信
州
善
光
寺
如
来
縁
起
読
み
・
き
か
せ
よ
：
：

（
文
化
十
二
年
二
月
十
六
日
）

以
上
は
、
近
世
一
修
験
の
廻
国
途
上
の
体
験
で
あ
る
が
、
中
世
に
於
て
は
、
医
術
の
未
発
達
に
よ
り
、
僧
侶
、
修
験
の
加
持
祈
祷
、
施
療
に
対
す
る
期
待

は
よ
り
切
実
で
あ
り
、
叉
閉
鎖
性
の
よ
り
濃
厚
な
中
世
社
会
に
於
て
、
彼
等
に
物
珍
ら
し
い
話
題
の
提
供
を
求
む
る
希
望
は
よ
り
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。



古
代
国
家
が
衰
類
し
、

そ
れ
に
代
る
封
建
制
度
の
、

一
般
に
未
成
熟
な
段
階
期
の
中
世
初
、
中
期
に
於
て
は
、
政
治
権
力
の
成
長
が
低
く
、

民
衆
生
活
に
対
す
る
政
治
権
力
の
庇
護
は
稀
薄
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
つ
て
国
家
の
経
営
に
か
か
る
民
衆
の
為
の
、
公
共
施
設
、
厚
生
施
設
等

も
多
く
放
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
経
営
、
維
持
は
、
民
衆
自
身
の
負
担
に
転
嫁
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
、
律
令
国
家
の
責
任
で
行
わ
れ

た
道
路
、
橋
梁
、
海
難
施
設
等
の
築
造
、
改
修
が
、
中
世
に
入
り
政
治
権
力
よ
り
見
放
さ
れ
て
、
民
衆
の
手
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
そ
の

規
模
、
技
術
が
後
退
し
た
事
は
、
か
つ
て
詳
述
し
た
処
で
あ
一
匁
か
か
る
政
治
権
力
の
怠
慢
に
対
し
て
、
立
上
っ
た
の
が
僧
侶
で
あ
る
が
、
彼

等
が
道
路
、
橋
梁
の
建
設
、
築
港
、
防
波
堤
の
建
造
、
叉
は
旅
宿
の
提
供
等
、
民
衆
行
旅
の
為
に
尽
し
た
功
績
に
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ

れ
砕
か
か
る
例
の
大
半
は
旧
仏
教
僧
侶
で
あ
る
が
、
中
世
の
新
仏
教
僧
侶
も
、
或
は
宗
教
家
の
立
場
よ
り
、
或
は
教
線
拡
大
の
手
段
と
し
て
、

か
か
る
企
て
を
積
極
的
に
押
し
進
め
る
も
の
も
あ
っ
た
。
な
か
で
も
曹
洞
宗
僧
が
著
し
く
、
例
え
ば
、
越
前
龍
沢
寺
梅
山
開
本
は
、
美
濃
の
駅

路
に
あ
っ
て
、
先
師
順
寂
の
為
に
、
往
来
の
人
馬
を
労
る
ζ

と
約
十
万
に
及
ん
で
お
い
け
山
相
模
最
乗
寺
了
落
慧
明
の
妹
、
慧
春
尼
は
、
庵
を
山

下
に
占
め
て
、
生
涯
往
来
人
馬
の
接
待
に
携
巧
た
。
更
に
文
明
、
永
正
の
頃
、
駿
河
大
祥
寺
正
順
は
同
国
富
士
郡
に
永
明
寺
を
創
め
て
、
旅
人

の
休
息
所
に
宛
て
た
。
以
上
、
僧
侶
、
寺
院
が
、

一
般
旅
人
の
為
に
払
っ
た
努
力
に
は
軽
視
し
難
い
も
の
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
、

一
般
社

会
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

中
世
社
会
は
一
般
に
政
治
権
力
が
弱
体
な
上
、

荘
園
又
は
村
落
単
位
の
濃
厚
な
自
給
自
足
経
済
生
活
が
支
記
的
で
あ
る
。

か
か
る
社
会
で

は
、
隣
接
社
会
と
の
交
渉
は
、
ひ
と
り
経
済
的
に
の
み
な
ら
ず
一
般
に
概
ね
稀
薄
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
彼
等
中
世
人
の
意
識
す
る
社
会
圏

は
自
己
の
村
落
、
荘
園
等
に
限
定
さ
れ
、
司
き
わ
め
て
狭
陸
に
し
て
且
閉
鎖
的
で
あ
っ
た
。
中
世
末
、
荘
園
の
崩
壊
、
村
落
相
互
の
聯
合
、
商
業

の
発
達
、
大
名
領
の
成
立
等
、

一
聯
の
社
会
的
、
経
済
的
進
展
に
よ
る
、
自
給
自
足
経
済
の
弛
緩
、
広
域
経
済
の
発
達
に
つ
れ
、
人
々
の
社
会

参
詣
発
遠
の
一
前
提
（
新
城
）
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。

圏
と
視
野
と
は
次
第
に
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、

一
般
に
は
、
中
世
人
が
自
己
の
郷
土
と
し
て
意
識
す
る
地
域
範
囲
は
狭
酷
で
あ
っ
た
。
生

活
資
源
の
一
切
は
、
自
己
の
所
属
す
る
共
同
体
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
、
外
部
社
会
に
依
存
す
る
こ
と
の
少
い
、

か
か
る
閉
鎖
的
な
社
会
人
は
、

外
部
社
会
の
恩
恵
を
感
ぜ
ず
、
従
っ
て
郷
土
を
超
え
て
、
広
く
一
般
社
会
に
奉
仕
し
よ
う
と
す
る
公
共
精
神
に
は
、
乏
し
か
っ
た
も
の
と
解
さ

れ
る
。
江
戸
時
代
、
文
ル
仙
の
頃
出
雲
を
通
過
し
た
一
旅
僧
が
、
土
人
の
冷
淡
な
態
度
を
な
じ
り
、

・
：
雲
州
一
国
の
者
、
他
国
へ
出
る
一
事
、
茜
禁
じ
て
あ
り
、
因
て
旅
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ざ
る
者
多
主
故
、
人
の
情
も
慈
悲
も
、
知
γ

り
ざ
る
も
の
多
し

と

外
部
社
会
と
の
接
触
乏
し
き
閉
じ
た
社
会
の
住
人
に
、

広
い
隣
人
愛
が
薄
く
、

旅
人
に
冷
や
か
な
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

中
世
に
於

て
、
郷
土
を
超
え
て
、
よ
り
広
域
の
人
々
の
為
の
公
共
施
設
で
あ
る
、
道
路
、
橋
梁
、
海
難
施
設
等
が
一
般
に
未
発
達
な
の
は
、
か
か
る
社
会

が
生
み
出
す
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
げ
P

叉
そ
こ
か
ら
自
然
、
社
会
を
異
に
す
る
未
知
の
旅
人
に
対
す
る
、
人
々
の
一
般
的
態
度
が
凡
そ
如
何
な

る
も
の
か
が
推
量
さ
れ
よ
う
。

中
世
道
路
と
水
路
と
の
至
る
所
に
、
関
所
が
濫
立
さ
れ
、
旅
人
の
全
て
が
仮
借
な
き
破
滅
的
な
収
奪
を
免
れ
な
か
っ
た
の
に
や
｝
叉
人
聞
の

本
性
と
中
世
法
と
を
完
全
に
裏
切
っ
て
、
潔
流
者
、
漂
着
舶
の
掠
奪
が
、
至
る
所
繰
り
拡
げ
ら
れ
た
の
に
的
ぃ
中
世
人
の
旅
人
H
外
部
社
会
人

へ
の
冷
酷
無
断
な
態
度
が
、
完
膚
な
き
迄
に
え
ぐ
り
出
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
中
世
に
於
て
一
般
旅
人
を
対
象
と
す
る
様
な
厚
生
施
設
の
見
ら

れ
ぬ
の
も
う
な
ず
け
よ
う
。

調
島
、
山
間
僻
地
等
で
は
、
往
々
異
人
歓
待
の
風

丈
島
等
に
は
見
ら
れ
抗
「
こ
の
様
な
極
端
な
例
を
別
と
し
て
色
、
閉
ぎ
さ
れ
た
中
世
の
単
調
な
農
村
の
人
々
が
、
未
知
の
世
界
の
物
珍
ら
し
い

話
題
の
提
供
者
と
し
て
、
旅
人
を
歓
迎
す
る
場
合
も
稀
で
は
な
い
で
あ
ろ
一
沼
し
か
し
乍
ら
、
叙
上
の
理
由
よ
り
し
て
中
世
旅
人
が
、

人
々
か
ら
温
く
迎
え
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
句
作 （

F
O印
】
V
広

ωロ
伸
一
可
）

が
濃
厚
で
、

旅
人
に
対
す
る
性
的
な
饗
応
を
慣
習
と
す
る
処
す
ら
八

一
般
に

し
か
し
人
々
が
敬
慶
な
信
何
の
持
主
で
あ
れ
ば
、
彼
は
僧
侶
と
同
様
な
宗
教
的
立
場
に
立
っ
て
、
旅
人
の
奉
仕
に
積
極
的
な
態
度
を
採
り
得



る
で
あ
ろ
う
。

n
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
u

の
鎮
西
赤
間
関
包
政
の
説
話
は
、
や
や
こ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

拙
柄
、
中
世
の
橋
と
波
（
文
化
史
研
究
臼
）

寄
船
考
（
雌
山
民
地
理
八
十
四
ノ
三
）
。

辻
善
之
助
氏
新
訂
日
本
文
化
と
仏
教
第
九
章
。

日
域
洞
上
諸
祖
伝
巻
上
ノ
ニ

O
頁
（
山
内
澗
京
全
書
）
。

荒
川
例
目
減
洞
上
諦
祖
伝
巻
ニ
ノ
一
六
頁
（
同
上
書
）
。

日
本
洞
上
聯
灼
録
七
（
同
上
書
）
。

〔
以
上
鈴
木
泰
山
氏
、
禅
宗
の
地
方
発
展
参
照
〕

（
六
）
・
（
八
）
註
（
二
に
同
じ
。

（
七
）
日
本
九
峯
修
業
日
記
、
文
化
十
一
年
四
月
二
十
一
五
日
。

（
九
）
関
所
に
関
し
て
は
、
相
出
二
郎
氏

u
中
世
の
関
所
M

の
諸
論
稿
参
照
。

（
一
口
）
前
掲
、
抽
出
稿
寄
船
考
。

（
二
）
文
献
と
し
て
著
名
な
も
の
に
は
、
古
事
記
等
を
別
と
し
て
、
八
丈
島
の
か
か
る
風
習
を
語
っ
た
H

北
条
五
代
記
p

五
ノ
四
が
あ
る
が
、
そ
の
風
の

尚
、
江
戸
末
ま
で
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
流
入
近
藤
氏
の

μ

八
丈
実
記
H

巻
三
に
詳
し
い
o

大
間
知
篤
三
氏
、
八
丈
島
の
女
性
（
民
俗
学
研
究
十
五
ノ

一）
0

（
一
ニ
）
本
節
前
段
一
、
註
こ
五
）
に
、
近
世
文
化
の
頃
一
阿
国
僧
が
、
旅
先
で
の
珍
ら
し
い
話
題
を
求
め
ら
れ
て
引
留
め
ら
れ
た
が
、
人
々
の
か
か
る
希

望
に
は
、
僧
侶
な
ら
ず
と
も
旅
人
一
般
が
応
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
よ
り
交
通
不
便
な
、
よ
り
封
鎖
性
の
強
い
中
世
人
の
か
か
る
希
望
は
、
近

世
人
に
も
増
し
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
仁
で
あ
ろ
う
。

（
＝
－
一
）
白
木
書
紀
大
化
二
年
、
大
化
改
新
の
認
の
中
で
も
、
人
々
が
旅
人
に
不
親
切
な
事
を
戒
し
め
て
い
る
の
は
、
味
う
べ
き
で
あ
る
。

（
一
回
）
問
書
一
プ
七
治
病
利
説
。

F‘、
、、J

（二）
（一一一）
（凶）
（五）
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詣
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以
上
の
如
く
、
私
は
、
中
世
人
の
一
般
旅
人
に
対
す
る
平
均
的
態
・
皮
は
、
同
情
的
よ
り
も
む
し
ろ
冷
淡
な
も
の
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
乍
ら
、
そ
の
旅
人
が
参
詣
者
、
巡
礼
等
で
あ
る
場
合
は
、
事
情
は
多
少
異
り
、
世
人
の
歓
待
を
受
け
る
こ
と
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
巡
礼
が
聖
な
る
行
為
の
実
践
者
と
し
て
、
世
人
よ
り
僧
侶
同
様
の
敬
意
が
払
わ
れ
、
叉
彼
等
へ
の
奉
仕
は
、
僧
侶
同
様
、
神
仏
の
慈
悲
、
加

護
と
な
っ
て
、
善
行
者
に
還
る
と
の
観
念
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

（

l
｝
 

こ
れ
と
類
似
し
た
事
情
に
由
る
よ
う
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
礼
が
路
次
歓
待
さ
れ
た
の
も
、

永
正
以
前
の
一
禅
僧
の
語
録
P

鷲
林
拾
葉
集
u

に
依
れ
ば
、
西
国
三
十
三
所
順
礼
の
一
沙
門
が
、
十
方
且
那
の
助
成
を
乞
い
、

雌
然
一
鉢
空
夏
目
難
堪
三
衣
凍
冬
夜
口
忍
、
故
オ
四
式
問
之
門
一
戸

勧
十
方
之
純
越
処
也

依
之
酬
一
紙
半
銭
之
結
縁

期
唯
一
蓮
台
之
託
生

依
一
夜
半

と
勧
進
し
て
L、
る
cす/JX:

電量
ゴニ
之
型
衆

日
之
似
通

一
紙
半
銭
之
結
縁
に
対
す
る
一
夜
半
日
の
値
遇
と
は
、
宿
泊
、
饗
応
等
の
接
待
を
指
す
に
外
な
ら
な
い
が
、
巡
礼

に
対
す
る
そ
れ
ら
の
提
供
こ
そ
、
唯
一
蓮
台
の
託
生
を
期
し
、

一
仏
浄
土
の
聖
衆
と
な
る
事
が
出
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
事
実
、
人
々
の
か

か
る
宗
教
的
確
信
乙
そ
、
巡
礼
そ
の
他
へ
の
接
待
を
広
汎
な
習
俗
に
迄
高
め
た
有
力
な
一
因
で
あ
っ
た
。

前
掲
旦
過
堂
中
、
高
野
山
や
島
津
氏
が
俗
家
参
詣
者
を
対
象
し
た
如
く
、

E
過
堂
は
こ
の
方
面
に
も
貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
。
又
文
明
年
間
、

越
中
豪
族
土
肥
将
真
が
立
山
参
詣
者
の
為
、
登
山
期
の
五
、
六
、
七
の
三
ヶ
月
間
、
山
麓
に
功
徳
湯
を
沸
か
し
て
入
浴
さ
せ
た
の
も
そ
の
一
例

で
み
る
。

参
詣
者
中
、
社
会
の
同
情
の
最
も
敦
か
っ
た
の
は
、
西
国
巡
礼
、
四
国
遍
路
等
の
一
聯
の
巡
礼
で
あ
っ
た
。
近
世
初
頭

n
慶
長
見
聞
集
d

等

の
著
者
三
浦
浄
心
の

n
順
礼
物
語
u

に
よ
れ
ば
、
被
の
壮
年
の
頃
、
関
東
地
方
の
村
の
寄
合
に
は
、



：
西
国
巡
礼
せ
し
者
を
ぱ
、
今
生
後
生
、
諸
願
成
就
せ
し
人
と
て
、
老
若
下
践
を
梶
は
ず
、
上
座
に
つ
け
・
・
・

る
の
が
慣
習
で
、
為
に
村
か
ら
の
巡
礼
が
増
し
た
と
い
う
。
郷
土
の
巡
礼
に
対
す
る
尊
敬
が
、
そ
の
日
常
生
活
に
具
体
的
に
反
映
さ
れ
、
そ
れ

が
や
が
て
郷
土
農
民
の
巡
礼
の
盛
行
を
促
す
一
因
と
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
郷
土
の
巡
礼
に
対
す
る
態
度
は
、
中
世
に
於
て

よ
り
敦
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
、
巡
礼
は
一
般
に
郷
土
の
温
い
声
援
に
送
ら
れ
て
出
発
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
一
方
彼
等
を
迎
え
る
、
社
寺

一
般
に
同
情
的
で
あ
る
。
嘉
暦
二
年
、
阿
闇
梨
行
祐
は
、
西
国
二
十
三
番
札
所
河
内
勝
尾
寺
に
、
廻
国
巡
礼
行
者
の
一

飯
料
と
し
て
、
私
領
田
を
寄
進
し
、
恒
久
財
源
に
充
当
し
た
戸
更
に
謡
曲
，
粉
川
寺
u

に
依
れ
ば
、
三
番
札
所
粉
川
寺
は
、
年
間
三
日
を
除

き
、
常
に
人
を
泊
め
て
お
り
、
文
明
四
年
巡
礼
四
、
五
名
が
、
札
所
興
福
寺
南
円
堂
の
傍
ら
一
言
主
調
の
拝
殿
西
聞
に
宿
泊
し
た
如
何
ぃ
巡
礼

及
ぴ
現
地
側
で
も
叉
、

は
私
所
の
廻
廊
等
を
夜
の
ね
ぐ
ら
に
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
。

更
に
室
町
中
期
の

J
一
十
二
番
職
人
歌
合
u

の
巡
礼
歌
に

同
行
の
め
ぐ
る
御
て
ら
の
そ
の
か
ず
に

十
三
の
茶
が
は
り
も
が
な

と
、
茶
の
接
待
も
行
わ
れ
た
。
事
実
社
寺
の
休
息
所
は
、
西
国
札
所
以
外
に
も
少
く
な
く
、
本
願
寺
の
他
屋
は
宿
泊
所
と
休
息
所
と
を
兼
ね
た

が
、
備
前
一
宮
に
し
て
、
六
部
納
経
所
た
る
吉
備
津
彦
神
社
に
も
文
明
前
後
、
ニ
問
、
三
閣
の
瓦
葺
の
廻
国
旅
人
休
所
が
あ
っ
た
。

か
く
の
如
く
、
札
所
及
び
参
詣
寺
院
の
外
、

一
般
寺
院
や
辻
堂
等
も
亦
、
宿
所
そ
の
他
に
、
巡
礼
が
容
易
に
利
用
し
得
た
こ
と
は
疑
な
い
。

以
上
の
畿
内
の
外
、
関
東
地
方
で
は
栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町
地
蔵
院
本
堂
の
壁
板
に
は
、
天
文
以
降
の
坂
東
巡
礼
が
誌
し
残
し
た
数
多
く
の
落

書
が
あ
る
。
当
地
は
坂
東
札
所
十
九
番
下
野
大
谷
寺
よ
り
、
廿
番
同
西
明
寺
へ
の
更
に
常
陸
笠
間
へ
の
路
次
に
当
り
、
し
か
も
酉
明
寺
に
近
い

点
よ
り
し
て
、

巡
礼
の
よ
く
利
用
す
る
処
で
、

乙
の
落
書
は
宿
泊
し
た
巡
礼
の
筆
の
跡
で
あ
ろ
う
。
京
都
清
涼
寺
蔵

n
融
通
念
仏
縁
起
u

t乙

も
、
巡
礼
、
参
詣
者
が
寺
の
廻
廊
に
臥
し
て
い
る
。
恐
ら
く
一
般
的
な
姿
態
を
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

参
詣
発
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城
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四

こ
の
様
に
寺
院
は
巡
礼
を
敦
く
迎
え
た
が
、
更
に
一
般
社
会
の
巡
礼
に
与
え
る
便
宜
は
、
尚
こ
れ
に
優
る
も
の
が
あ
っ
た
。
既
に
永
享
の
頃

n
竹
居
清
事
u

は、

茶
店
の
十
の
内
入
、
九
は
、
こ
れ
が
報
酬
を
求
め
ず
、
辺
土
、
田
舎
の
疲
民
、
窮
一
戸
と
呼
ぶ
べ
き
貧
民
も

も
の
多
く

己
食
わ
ず
し
で
も

西
国
巡
礼
に
食
を
与
え
る

と
伝
え
、
延
徳
、
明
応
の
頃
の
ミ
天
陰
語
録
u

に
は

関
吏
議
リ
テ
之
ヲ
征
セ
ズ
、
舟
－
帥
憐
ン
テ
之
ヲ
賃
セ
ズ
、
或
ハ
食
ヲ
推
シ
テ
之
ヲ
食
ワ
セ
、
或
ハ
衣
ヲ
推
シ
テ
之
ヲ
衣
ス
；
・
・

と
結
ん
で
い
る
等
、
表
現
の
誇
張
を
考
慮
し
て
も
、
西
国
巡
礼
に
対
す
る
社
会
の
深
い
同
情
は
、
推
察
す
る
に
難
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
の

提
供
者
が
、
京
都
禅
僧
で
あ
る
点
、
描
か
れ
た
風
景
も
亦
畿
内
乃
至
そ
の
周
辺
地
域
で
あ
ろ
う
。
更
に
参
詣
へ
の
現
地
の
協
力
的
態
度
は
、
四

国
遍
路
に
於
て
、
最
も
典
型
的
な
例
証
が
見
出
さ
れ
る
。

遍
路
と
接
待
と
は
開
聯
深
く
、
遍
路
が
今
日
迄
盛
行
宇
佐
保
っ
た
背
後
に
は
、
四
国
一
円
に
亘
る
接
待
の
慣
行
が
無
視
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

中
世
に
於
る
遍
路
史
料
の
絶
対
的
不
足
は
、
接
待
に
就
て
も
殆
ど
窺
い
得
な
い
が
、
西
国
巡
礼
等
よ
り
推
し
て
、
そ
の
起
源
は
相
当
早
い
も
の

で
あ
ろ
う
。
元
亀
二
年
六
月
、
土
佐
一
宮
の
壁
板
に
残
さ
れ
た
、
金
松
な
る
者
の
落
書
に
）

一
、
あ
ら
あ
ら
御
は
り
ゃ
な
ふ
な
ふ
何
共

や
ど
な
く
て
、
比
宮
に
と
ま
り
申
候

と
札
所
の
外
、
神
社
も
亦
遍
路
の
宿
所
と
な
っ
て
い
る
。
四
国
人
の
好
意
が
明
確
化
す
る
の
は
、
慶
長
三
年
、
阿
波
蜂
須
賀
茂
政
の
駅
路
寺
に

関
す
る
制
定
で
あ
る
。
こ
の
年
、
彼
は
領
内
主
要
道
路
の
大
体
一
定
間
隔
の
寺
院
を
撰
定
し
て
、
遍
路
等
の
為
の
宿
所
に
宛
て
た
が
、
そ
の
寺

は
長
善
寺
、
青
色
寺
、
梅
谷
寺
、
円
頓
寺
、
長
谷
寺
、
瑞
雲
寺
、
福
生
寺
等
の
七
ケ
寺
で
、
そ
の
第
一
条
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
当
寺
之
義
往
還
旅
人
為
一
宿
建
物
に
候
条
、
慈
悲
為
肝
要
、
或
辺
路
之
殺
、
不
寄
出
家
、
侍
、
百
姓
等
、

行
暮
於
相
望
者
、
可
有
似
合
之
馳
走
事



必
し
も
遍
路
に
限
定
さ
れ
ぬ
が
、
遍
路
の
蒙
る
利
益
は
少
く
な
く
、
且
つ
領
主
の
か
か
る
制
定
に
は
、
既
に
そ
の
以
前
に
、
類
似
の
慣
習
が
当

地
方
に
広
汎
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

参
詣
者
、
巡
礼
に
対
す
る
世
人
の
同
情
は
、
現
地
外
で
も
稀
で
な
い
。
大
永
の
頃
、
連
歌
師
宗
長
は
、
駿
河
で
一
豪
族
に
、
巡
礼
を
優
遇
し

過
ま
る
と
忠
告
し
た
程
で
あ
る
。
叉
足
利
鎌
阿
寺
文
書
に
は
、
室
町
中
頃
、
左
記
内
容
の
書
状
が
あ
る
。
法
限
定
基
が
、
鍍
阿
寺
不
動
院
に
宛

て
、
西
国
巡
礼
に
旅
立
っ
た
山
河
兵
部
の
召
使
人
に
一
宿
の
恵
み
を
依
頼
し
、
更
に
そ
の
追
書
で
、
前
途
上
州
並
に
越
州
へ
も
、
欄
咽
河
寺
よ
り

o
u
d
 

同
様
の
紹
介
状
を
送
ら
れ
度
い
と
述
べ
て
い
る
。
叉
恐
ら
く
天
文
前
後
の
、
宗
輿
よ
り
勝
尾
寺
寿
慶
宛
て
書
状
の
一
節
に
、

比
両
人
為
遍
路
罷
越
候

一
宿
等
之
俄
被
仰
付
候
て
給
候
者

可
為
祝
箸
候

と
、
同
じ
く
遍
路
に
対
す
る
宿
泊
の
依
頼
状
が
あ
る
が
、
か
か
る
紹
介
状
に
よ
っ
て
、
巡
礼
、
遍
路
は
前
途
の
援
助
を
確
信
し
つ
つ
行
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
。
社
会
一
般
の
好
意
に
も
拘
ら
ず
、
未
知
の
社
会
を
遥
か
に
越
え
て
、
社
寺
を
目
指
す
の
は
限
り
な
い
不
安
が
伴

う
も
の
で
、

こ
の
不
安
こ
そ
、
長
途
行
旅
、
参
詣
を
中
世
の
人
に
爵
躍
さ
す
有
力
な
内
因
の
一
で
あ
っ
た
。
熊
野
先
達
等
に
よ
る
案
内
は
、
か

か
る
道
中
不
安
の
解
消
に
効
果
的
で
あ
っ
た
が
、

一
般
に
は
集
団
参
詣
そ
の
他
の
方
法
で
、
自
力
解
決
の
道
を
講
ぜ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
最
も
有
効
な
方
法
の
一
つ
が
、
彼
等
が
紹
介
状
を
携
え
、
更
に
途
中
で
先
々
へ
と
新
た
な
紹
介
状
を
貰
い
受
け
て
進
む
事
で
あ
り
、

こ
れ
に

依
り
人
々
の
好
意
と
接
待
と
を
予
め
確
約
し
得
る
事
は
、
彼
等
に
多
大
な
安
心
感
を
賛
し
た
に
相
違
な
い
。

世
人
の
参
詣
者
、
巡
礼
に
対
す
る
好
意
は
、
必
し
も
宗
教
的
共
感
に
基
く
自
然
発
生
的
な
も
の
と
は
限
ら
ず
、
外
部
か
ら
の
勧
説
啓
蒙
に
、

依
り
、
絶
え
ず
世
人
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
た
の
で
み
の
る
。
先
の
N

鷲
林
拾
葉
集
u

の
一
沙
問
の
勧
説
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
永
正
年

閣
の

w
中
山
寺
縁
起
H

に

巡
礼
に
対
し
、
或
い
は
財
物
、
衣
類
を
取
を
か
し
、
悪
言
を
な
し
、
念
誘
せ
ば
、
現
世
に
悪
報
を
受
、
未
来
に
無
関
地
獄
に
入
な
り
・

と
巡
礼
へ
の
非
道
行
為
が
、
怖
る
べ
き
仏
罰
を
以
て
報
わ
れ
る
事
を
説
く
と
共
に
1

或
は

参
詣
発
達
の
一
前
提
（
新
城
）

一五



参
詣
発
達
の
一
前
提
（
新
城
）

一六

路
傍
の
舎
民
資
飯
、
宿
茶
、
分
に
随
て
、
喜
捨
せ
よ
、
現
来
決
し
て
韓
首
果
を
得
ん
、

と
あ
り
、
或
は

巡
礼
の
道
筋
を
お
し
へ
、
験
道
を
平
直
し
て
、
現
に
利
益
を
得
た
る
も
の
多
し
、
み
な
信
受
奉
仕
せ
よ

と
、
巡
礼
へ
の
奉
仕
の
功
徳
を
力
説
し
て
、
勧
奨
し
て
い
る
。
更
に
中
世
、
近
世
を
通
じ
、
社
会
の
厚
遇
著
し
か
っ
た
巡
礼
に
、
六
十
六
部
廻

国
巡
礼
が
あ
る
が
、
室
町
中
頃
の
日
光
輪
王
寺
蔵
句
”
六
十
六
部
縁
起
u

に
よ
る
と
、
昔
、
景
時
房
が
六
部
に
勧
進
し
た
為
、
報
い
ら
れ
て
大

武
士
梶
原
景
時
と
な
っ
た
と
誌
し
、
六
部
に
対
す
る
一
紙
半
銭
の
援
助
を
奨
め
て
い
る
。

社
会
の
諸
々
の
援
助
は
、
参
詣
、
巡
礼
発
展
の
一
の
社
会
的
条
件
と
し
て
看
過
さ
れ
ぬ
が
、
上
述
の
諸
例
に
徴
し
て
も
、
特
に
西
国
巡
礼
、

遍
路
等
の
受
く
る
思
恵
が
最
も
敦
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
明
確
で
な
い
が
、
巡
礼
の
体
験
す
る
一
社
一
寺
参
詣
に
比
す
べ
く
も
な
い
、
高
い
苦

行
性
と
困
難
性
と
が
、
特
に
世
人
の
共
感
と
同
情
を
曙
ん
だ
為
で
は
あ
る
ま
い
か
。
往
々
他
の
社
寺
参
詣
者
が
、
巡
礼
姿
を
偽
装
す
る
の
も
、

巡
礼
が
、

一
般
参
詣
者
中
の
特
権
層
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
偽
装
に
よ
り
、
施
行
、
接
待
又
は
そ
の
他
の
便
宜
が
得
易
か
っ
た
か
ら
に
外
な

ら
な
い
。

明
応
七
年
九
月
、
皇
太
神
宮
神
主
は
、
御
裳
濯
河
大
橋
再
興
に
関
し
て
解
文
を
捧
げ
た
が
、
中
で
海
道
の
関
銭
の
免
税
を
図
ろ
う
と
、
参
宮

者
が
巡
礼
姿
に
扮
し
た
と
あ
る
の
は
、
よ
く
巡
礼
の
特
権
を
物
語
っ
て
い
る
。
か
か
る
方
法
に
よ
る
脱
税
行
為
は
、
少
く
な
か
っ
た
も
の
の
様

で
、
某
年
昌
満
な
る
者
の
書
状
に
、

順
礼
排
参
担
問
望
存
候

Am】

と
あ
る
の
も
、
同
様
な
目
的
に
よ
ろ
う
。

か
く
の
如
く
、
多
く
の
参
詣
の
中
に
あ
っ
て
も
、
あ
る
種
の
参
詣
に
限
っ
て
接
待
が
敦
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
先
に
述
べ
た
外
に
、

参
詣
の
主
体
の
身
分
、
経
済
力
と
も
関
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
則
ち
社
会
の
援
助
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
、
比
較
的
貧
し
い
人
々
の
多
い
参
詣



に
は
、
接
待
の
慣
習
が
生
れ
易
く
、
且
つ
残
り
易
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
羽

（
一
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
礼
の
歓
待
さ
れ
た
事
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
辞
典
巡
礼
、
世
界
史
事
典
型
地
巡
礼
等
参
照
。

ヴ
ァ
グ
ナ

l
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
l
第
一
幕
第
三
場
で
、
ロ
ー
マ
へ
の
巡
礼
達
を
、
笛
ぞ
吹
く
の
を
止
め
て
牧
童
が
、
お
元
気
で
、
ロ
ー
マ
ま
で
お
達
者

で
、
こ
の
ま
づ
し
い
魂
の
た
め
に
も
お
祈
り
を
願
ひ
ま
す
；
：
と
声
高
く
仔
び
か
け
た
処
に
、
そ
の
理
由
が
窺
わ
れ
る
。
（
岩
波
文
庫
高
木
卓
訳
）

会
乙
続
群
書
類
従
釈
家
、

尚
現
在
で
は
、
例
え
ば
佐
賀
地
万
で
、
お
接
待
し
て
通
路
よ
り
受
け
た
机
が
千
枚
に
な
る
と
、
火
事
の
火
一
万
に
な
ら
ぬ
と
か
、
叉
は
四
園
地
方
で
、
こ

の
札
を
田
闘
に
つ
る
し
て
お
く
と
虫
害
ゐ
に
防
ぐ
等
、
農
民
生
活
の
実
利
的
効
果
を
粛
す
も
の
と
い
う
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。

（
宮
武
省
三
氏
、
乞
食
と
遍
路
、
民
族
と
歴
史
八
ノ
四
）

会
己
芦
崎
倉
一
山
共
有
文
書
、
文
明
十
三
年
十
一
月
十
六
日
土
肥
将
真
寄
進
状
。

（
四
）
勝
尾
寺
文
書
（
刊
本
）
嘉
勝
二
年
十
一
月
三
日
行
祐
寄
進
状
。

（
五
）
東
院
年
中
行
事
記
、
文
明
四
年
七
月
二
十
一
日
。

（
六
）
群
書
類
従
十
八
。

（
七
）
本
福
寺
旧
記
。

（
八
）
備
前
吉
備
津
彦
神
社
文
書
、
文
明
三
年
六
月
十
三
日
同
社
置
文
。

（
九
）
・
（
一

O
）
共
に
続
群
書
類
従
文
筆
所
収
。

（
二
）
西
森
卓
氏
教
示
。

（
三
）
打
越
寺
文
書
、
長
善
寺
文
書
、
多
田
マ
ヰ
文
書
外
、
慶
長
三
年
六
月
十
二
日
蜂
須
賀
茂
政
黒
印
状
。

中
山
太
郎
氏
駅
路
寺
歴
史
地
理
五
七
ノ
四
参
照
。

（
三
一
）
宗
長
手
記
群
書
類
従
十
一
。

（
一
回
）
鍍
阿
寺
文
書
十
一
、
五
月
十
七
日
法
限
定
法
書
状
。

（
一
豆
）
勝
尾
寺
文
書
七
、
二
月
七
日
宗
輿
書
状
。

（
一
六
）
国
史
学
六
O
所
収
拙
稿
熊
野
先
達
。

（
一
七
）
続
群
書
類
従
釈
家
。

（
一
八
）
輪
王
寺
当
局
の
好
意
で
一
見
す
る
事
が
向
来
た
。
（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
）

参
詣
発
達
の
一
前
提
（
新
城
）

七



参
議
発
達
の
一
前
提
（
新
城
）

八

（
一
九
）
藤
波
氏
秀
長
官
引
付
、
明
応
七
年
九
月
内
宮
神
主
解
文
0

2
0）
伊
勢
古
文
書
集
二
ノ
下
、
三
月
一
日
昌
満
害
状
。

（
三
）
接
待
施
行
を
必
要
と
す
る
者
は
、
一
般
に
貧
し
い
者
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
経
済
的
に
施
行
等
を
必
要
と
し
な
い
武
士
等
の
多
い
参
新
に
は
、
接
待
の

慣
行
は
生
れ
ず
、
叉
永
続
し
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
、
近
世
に
於
て
、
普
通
伊
勢
参
宮
に
は
見
ら
れ
ぬ
施
行
が
、
ひ
と
り
お
蔭
詣
で
に
の

み
行
わ
れ
る
理
由
の
一
つ
に
は
お
蔭
詣
で
に
は
、
施
行
を
必
要
と
す
る
貧
困
者
．
非
独
立
の
青
少
年
等
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
叉
施
行
が
あ
る

か
ら
、
彼
等
が
群
集
し
た
の
で
あ
る
が
、
乙
の
場
合
で
も
、
経
済
的
に
余
裕
あ
る
も
の
は
、
接
待
そ
受
け
て
な
い
の
で
あ
る
。
（
別
稿
近
世
の
伊
勢
参

宮
）
従
っ
て
、
施
行
者
と
参
稿
者
の
身
分
‘
経
済
力
と
の
閲
に
は
、
何
ら
か
の
相
関
関
係
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
西
国

巡
礼
及
び
遍
路
に
接
待
の
盛
ん
な
の
は
、
僧
侶
の
外
、
比
較
的
貧
し
い
者
が
多
か
っ
た
為
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四

参
詣
者
、
特
に
巡
礼
に
対
す
る
社
会
の
厚
遇
は
、
や
が
て
社
会
的
脱
落
者
を
し
て
、
巡
礼
に
仮
装
し
、
巡
礼
を
生
活
手
段
視
す
る
者
を
発
生

せ
し
む
る
温
床
と
な
っ
た
。
則
ち
、
乞
食
等
、
賎
民
は
、
巡
礼
の
仮
装
に
依
り
社
会
の
同
情
を
受
け
、
容
易
に
物
乞
い
の
目
的
を
達
成
し
得
る

か
ら
で
あ
っ
た
。

室
町
中
期
以
前
と
推
定
さ
れ
る

n
三
十
二
番
職
人
歌
合
“
に
は
、
西
国
巡
礼
と
高
野
聖
と
の
二
回
の
歌
合
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
登

場
人
物
は
何
れ
も
胃
頭
の

n
い
や
し
き
も
の
u

で
、
農
民
、
材
木
売
、
箕
つ
く
り
等
の
農
商
工
の
外
、
大
部
が
猿
ひ
き
、
か
ね
た
た
き
等
の
賎

民
で
、
書
名
の
職
人
と
は
、
単
な
る
手
工
業
者
に
止
ら
ず
、
よ
り
広
汎
な
職
業
人
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
巡
礼
も
亦
、
僧
侶
、
俗

家
等
の
単
な
る
一
時
的
姿
態
た
る
巡
礼
で
は
な
く
し
て
、
巡
礼
と
い
う
職
業
を
指
し
、

い
わ
ば
職
業
的
巡
礼
と
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
同
書
に
登
場
す
る
か
ね
た
た
き
、
鉢
た
た
き
等
の
如
き
、
托
鉢
、
物
も
ら
い
に
そ
の
生
活
を
依
脊
す
る
乞
食
等
の
一
味
に
相
違
な
く
、
そ
の

評
に
も
、共

雄
結
仏
道
修
行
之
果
、
互
慕
人
間
栄
耀
之
花



と
あ
り
、
高
野
聖
と
共
に
、
俗
臭
蔽
い
難
い
も
の
が
あ
る
。

か
か
る
乞
食
的
巡
礼
の
本
書
へ
の
登
場
は
、
彼
等
の
あ
る
程
度
普
遍
的
な
存
在
性
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
果
し
て
こ
れ
と
相
前

後
し
て
、
奈
良
に
多
数
の
乞
食
的
巡
礼
の
往
行
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
興
福
寺
で
は
、
室
町
中
頃
毎
年
正
月
二
日
、
乞
食
の
施
行
を
年

中
行
事
と
し
て
い
る
が
、

H

経
覚
私
要
抄
“
長
禄
四
年
正
月
二
日
条
に
、

今
日
乞
食
三
百
余
人
来
云
云
、
餅
一
枚
、
用
途
二
銭
各
引
之
了

と
あ
る
の
を
始
め
、
こ
の
後
、
寛
正
二
年
、
同
六
年
の
同
日
条
に
も
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
明
三
年
正
月
二
日
条
に
は
、

一
、
乞
食
往
来
僧
百
七
八
十
人
之
閥
、
餅
一
、
用
途
一
文
引
之
、
比
外
巡
礼
者
至
タ
多
之
閥
、
或
餅
或
用
途
皆
以
替
之
云
云
。

ムピの呼
h
v
o

こ
こ
で
多
数
の
巡
礼
が
、
興
福
寺
を
訪
ね
乞
食
往
来
僧
と
同
じ
く
、
餅
、
用
途
等
の
施
与
を
受
け
て
い
る
が
、
彼
等
も
亦
、
単
な
る

巡
礼
で
は
な
く
し
て
乞
食
巡
礼
で
あ
る
こ
と
は
、
文
面
よ
り
し
て
疑
な
い
。
同
寺
南
円
堂
が
西
国
九
番
札
所
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
等

の
大
半
は
西
国
巡
礼
で
あ
ろ
う
。

一
体
我
国
で
は
上
代
以
降
、
社
会
的
脱
落
者
が
辿
る
一
の
形
態
に
、
半
ば
僧
侶
的
扮
装
を
と
る
。
か
ね
た
た
き
、
鉢
た
た
き
、
算
お
き
等
の

信
仰
的
践
者
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
に
は
、
僧
侶
に
払
わ
れ
る
社
会
の
尊
敬
に
基
ず
く
有
利
性
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
巡
礼
も
亦

そ
の
一
型
態
で
あ
ろ
う
。
則
ち
巡
礼
に
与
え
ら
れ
る
社
会
の
同
情
に
よ
り
、
社
会
的
脱
落
者
が
巡
礼
又
は
参
詣
者
に
仮
装
す
る
効
果
を
、
十
分

に
計
算
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
効
果
が
あ
る
程
度
一
般
佑
す
る
と
、
乞
食
に
し
て
巡
礼
や
参
詣
者
を
装
う
者
が
ま
す
ま
す
ふ
え
、

や
が
て
近
世
に
入
れ
ば
、
巡
礼
、
遍
路
等
は
、
乞
食
の
別
名
化
す
る
迄
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
乞
食
巡
礼
、
乞
食
遍
路
の
発
生
、
活
濫
の

一
因
は
、
彼
等
に
対
す
る
社
会
の
好
意
的
態
度
の
中
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
乍
ら
、
言
う
温
も
な
く
中
世
人
の
悉
く
が
、
僧
侶
、
巡
礼
に
対
し
て
同
情
的
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
信
仰
に
無
関
心
の
者
、
冷
淡

な
者
、
更
に
積
極
的
に
は
反
宗
教
的
態
度
を
採
る
者
に
は
、
僧
侶
、
巡
礼
、
参
詣
者
の
求
道
の
姿
は
、
必
ず
し
も
聖
的
な
行
動
と
し
て
彼
等
の
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二
O

共
感
を
惹
か
ず
、
時
に
は
生
産
的
な
営
み
を
忘
れ
た
遊
手
の
徒
と
し
て
、
む
し
ろ
排
斥
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
人
と
し

て
、
先
の
連
歌
師
宗
長
が
挙
げ
ら
れ
る
。
宗
長
が
駿
河
の
一
豪
族
に
巡
礼
を
優
遇
す
る
な
と
戒
め
た
理
由
に
は
、
巡
礼
が
遊
手
の
徒
で
あ
る
と

い
う
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
僧
侶
、
山
伏
、
参
詣
者
等
の
遊
手
の
徒
と
の
評
価
は
、
乙
の
後
近
世
に
至
っ
て
、
為
政
者
、
学
者
の
聞
に
一
般

佑
す
る
の
で
あ
る
一
勺
か
か
る
観
念
の
存
在
を
、
室
町
期
に
迄
跡
付
け
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
。
兎
に
角
、
宗
長
の
如
く
世
潮
を
超
え
て
、
冷

静
に
巡
礼
を
看
視
し
て
、
彼
等
に
同
情
の
手
を
差
し
伸
べ
様
と
し
な
い
者
も
少
く
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
更
に
こ
れ
と
叉
別
個
に
、
信
何
的

立
場
よ
り
、
僧
侶
、
巡
礼
、
参
詣
者
等
に
、
冷
淡
な
一
群
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
宗
派
的
意
識
の
比
較
的
濃
厚
な
、
浄
土
真
宗
、
日
蓮
宗
両
宗
の

信
徒
で
あ
る
。
彼
等
は
、

一
般
日
本
人
の
傾
向
的
な
多
重
的
信
仰
に
反
し
て
、

一
神
教
的
信
仰
が
比
較
的
強
く
、
そ
の
結
果
、
自
宗
以
外
の
者

に
対
す
る
同
情
が
、

一
般
的
に
稀
薄
で
あ
っ
た
。
近
世
の
こ
と
な
が
ら
、
文
佑
、
文
政
年
間
、
数
年
を
費
し
て
日
本
全
土
を
巡
歴
し
た
、
日
向

泉
光
院
野
田
成
亮
の
日
記

w
日
本
九
峯
修
業
日
記
μ

に
、
そ
の
例
証
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
紀
伊
に
於
て
、

出
岨
津
と
云
ふ
処
は
、
義
国
根
宿
な
き
所
故
、
脇
村
へ
行
き
、
叉
峠
を
越
え
一
村
あ
り
、
宿
求
む
る
所
、
当
所
は
皆
々
一
向
宗
に
て
、
議
口
根
宿
な
し
と
云
ふ
に
付

と
、
真
宗
門
徒
が
多
い
為
、
廻
国
僧
や
巡
礼
の
為
の
善
根
宿
H
無
料
乃
至
格
安
宿
泊
所
が
見
ら
れ
な
い
と
誌
し
て
い
る
。
叉
彼
は
日
蓮
宗
信
者

か
ら
も
、
各
地
で
托
鉢
と
宿
と
を
拒
否
さ
れ
、
難
渋
し
て
い
る
。
伊
豆
伊
東
と
下
回
と
の
中
程
で
、

ム
カ
タ
村
立
、
辰
の
刻
直
ち
に
峠
を
越
し
ナ
ワ
チ
と
云
ふ
村
に
行
き
、
宿
資
ひ
置
き
托
鉢
せ
ん
と
せ
し
所
、
政
辺
日
蓮
宗
に
て
宿
な
し
と
云
ふ

と
あ
り
、
叉
甲
州
身
延
山
近
く
で
も
、

高
出
村
と
い
ふ
に
行
き
宿
求
な
る
所
、
当
所
は
身
延
山
に
近
き
所
故
に
、
日
蓮
宗
計
り
に
て
宿
な
し

と
あ
げ
「
更
に
上
総
大
網
附
近
で
も
同
様
で
あ
っ
勺

更
に
、
真
宗
、

日
蓮
両
宗
徒
の
か
か
る
態
度
は
、

い
わ
ば
国
を
挙
げ
て
の
施
行
の
行
わ
れ
た
伊
勢
御
蔭
詣
で
に
於
て
す
ら
変
佑
が
な
か
っ



た
。
文
政
十
三
年
の
お
蔭
詣
で
に
は
、
門
徒
宗
の
多
い
摂
津
大
石
村
や
堺
法
華
宗
の
富
商
等
は
、
施
行
を
拒
否
し
て
い
る
c

以
上
の
如
く
、
参
詣
者
に
対
す
る
社
会
の
態
度
に
は
、
幾
段
階
か
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
参
詣
者
が
、

一
般
行
旅
者
よ
り
も
、
厚
く
週

さ
れ
る
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。
か
か
る
社
会
の
好
意
援
助
が
参
詣
発
達
の
一
因
と
し
て
、
数
え
挙
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
特
に

厚
い
同
情
を
注
が
れ
た
巡
礼
等
に
見
ら
れ
る
如
く
、
早
く
よ
り
貧
し
い
民
衆
の
参
詣
を
実
現
さ
せ
る
に
役
立
っ
た
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

d

サ
イ
コ
ク
と
い
ふ
股
者
に
つ

（
一
）
燐
遊
笑
覧
巻
十
て
乞
士
及
び
H

賊
者
考
グ
参
照
。
更
に
讃
岐
に
は
d

西
国
溺
路
M

と
呼
ば
れ
る
乞
食
が
あ
っ
た
。

い
て
が
（
大
西
一
外
氏
、
民
族
と
歴
史
二
ノ
二
）
。

（
二
）
前
掲
山
町
長
手
記
。

（
三
）
例
え
ば
、
経
世
談
十
（
日
本
経
済
大
典
十
六
）
民
間
省
略
要
中
ノ
四
（
同
上
書
五
）
。

（
四
）
同
書
文
化
十
五
年
四
月
二
十
一
日
。

（
五
）
同
番
文
化
十
四
年
五
月
二
十
七
日
。

（
六
）
同
番
文
化
十
二
年
十
二
月
十
五
日
。

（
七
）
同
詩
文
化
十
四
年
二
月
二
十
五
日
。
日
蓮
宗
徒
の
中
、
他
宗
の
布
施
を
受
け
ず
、
布
施
を
施
さ
ざ
る
事
を
信
条
と
す
る
不
受
不
施
派
が
、
か
か

る
態
度
を
採
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
当
時
不
受
不
施
派
の
衰
額
振
り
よ
り
推
し
て
、
以
上
の
例
は
ひ
と
り
不
受
不
施
派
に
限
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る。

（
八
）
文
政
十
三
年
御
蔭
耳
目
（
神
宮
参
拝
記
大
成
）
。

（
九
）
御
蔭
参
宵
文
政
神
異
記
下
（
神
宮
参
拝
記
大
成
）
。
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詣
発
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One premise of the developement of shrine, temple pilgrimage 

by T. Sinjo 

In spite of relative-indifference of medieval people to trave­

llers at large which was attributed to the closed social life, 

grouding on self-support and self-sufficient economy, only to 

pilgrims of shrines and temples they were able to be sympathetic 

and give many aids. 

This was because they believed they could be under the 

mercy of Buddha by doing this. 

Such friendly attitude of people was one cause of promoting 

the developement of the pilgrimage. Especially in this point that 

this made possible the pilgrimage of the econmically weak 

lower people, this was of no little significance. 

Since then, until very recently, beggars of our country had 

been clad often in clothe; of a pilgrim, and this was because of 

expecting a success of begging by this kind of social sympathy. 
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